
定期報告書各表の基本構成と
提出時の注意点

特定事業者が年度の７月末日までに提出しなければ
ならない「定期報告書」について、基本構成とポイント
を学習しましょう。

第 ８ 章



定期報告書の基本構成

特定表 … 事業者全体の報告

指定表 … エネルギー管理指定工場ごとの報告
定期報告書

特定表 表紙 提出年月日、宛名、会社名、代表者名

特定第1表 事業者の名称等 ＝ 特定事業者番号、名称、所在地等

特定第２表 前年度の事業者全体でのエネルギー使用量の内訳

特定第３表 エネルギー消費原単位、電気需要最適化評価原単位の内容

特定第４表 5年度間のエネルギー消費原単位、電気需要最適化評価原単位の推移、
非化石エネルギーの使用状況等

特定第５表 • 5年度間平均原単位変化の年1％低減を達成できなかった理由
• 前年度の原単位より改善しなかった理由
• 非化石エネルギー使用状況が向上しなかった理由



定期報告書の基本構成

特定第６表 ベンチマーク指標の状況（該当する事業者のみ）

特定第７表 ベンチマーク指標算出の判断基準の根拠となる情報

特定第８表 エネルギー使用合理化に関する判断基準の遵守事項

特定第９表 ① 省エネ法の３つの評価軸に関して実施した措置
② 中長期計画書の実施状況等
③ 新設した発電専用設備、バイオマス混焼を行う発電専用設備に関する事項
（該当する事業者のみ）

特定第10表 エネルギー管理指定工場に関する事項

特定第11表 未指定工場で、年間エネルギー使用量が1,500㎘または3,000㎘を超えた工場に
関する事項

特定第12表 ① 温室効果ガス算定排出量に関する事項
② 非化石証書に関する事項
③ 権利利益の保護にかかる請求および情報提供の有無



指定表の構成

指定第1表
工場の名称等基本事項

指定第2表
工場のエネルギー使用量

指定第6表
5年平均原単位

指定第7表
年１％低減未達成の理由

指定第8表
判断基準の遵守状況

指定第10表
温室効果ガス算定排出量



ベンチマーク制度とは？

ベンチマーク制度
業種や分野ごとに省エネ目標値を設定し、目標達成した事業者を評価する制度。
算定方法は業種ごとに異なる。「産業トップランナー制度」とも呼ばれる。

５年平均で１％低減はかなり厳しい…

業界ごとに設定された目標を達成

Sクラスとして評価！

=

対象業種はさまざま



Sクラス
省エネが優良な事業者

(目標達成事業者)

【水準】

① 努力目標達成 ※1

または、

② ベンチマーク目標達成 ※2

【対応】 ※3

優良事業者として、経産

省HPで事業者名や連続

達成年数を表示。

ベンチマーク制度における評価方法

事業A
80％

事業B
20％

事業者①

未達成 達成

事業A
40％

事業B
35％

事業C
25％

事業者②

未達成 達成

主要な事業で目標未達成
のため、S評価なし

ベンチマーク達成事業の
エネルギー使用量割合が
50％以上のため、S評価！

ベンチマーク目標の評価基準：
全体のエネルギー使用量割合で
50％を超える事業での目標達成



第６表の記載項目

達成率 

（前年度実績 － 報告年度実績）÷（前年度実績 － 報告年度見込み） × 100



特定第10表作成時のポイント

今までは第二種（1,500㎘以上）指定だったが、

昨年のエネルギー使用量は3,000㎘を超えた。

第一種への変更が必要なため、特定第10表に記載

して提出する。

特定第10表 エネルギー管理指定工場の一覧とその情報を記載する

年度末ごろまでに指定区分が変更され、その通知が

送付される。

（第一種から第二種への変更となるとき、景気変動等

の一時的な要因によるものの場合は、３年程度、状況

をみて判断される）

「指定区分の変更手続きが必要□」の

□にチェックを入れる



今まではエネルギー使用量が1,500㎘以下

だったが、昨年は1,500㎘を超えた。

特定第11表作成時のポイント

特定第11表 未指定工場のうち、エネルギー管理指定工場の基準を満たした工場を記載する

第二種エネルギー管理指定工場として指定が

必要なため、特定第11表に記載して提出する。

年度末ごろ、新たなエネルギー管理指定工場

として指定される。

エネルギー管理指定工場として指定されたら…

指定表の作成が必要。

指定表内の「エネルギー管理指定工場番号」は空欄とする（番号未付与のため）。



特定第12表

契約している電力会社の

電気契約メニュー

特定第12表 主に、温室効果ガス算定排出量について記載する項目。
特定第12表に記載した項目は、基本的に、温対法報告書への記載は不要となる。

４の１ エネルギーの使用に伴って発生する二酸化炭素のうち、契約している電気の使用に
伴って発生した二酸化炭素の算定に用いた係数を記載する。

【表記例】 a会社 ○×メニューA（残差）

末尾に（残差）と付記されている ＝ 通常メニュー

2022年
• メニューD（残差）
• メニューF

2023年
• メニューD
• メニューF（残差）

調整後の排出係数が「０」の場合は、ＣＯ２フリー
を指す。



⚫ 定期報告書は、特定表と指定表で構成されている。

⚫ ベンチマーク目標を達成すれば、Ｓクラスとして認定される。

⚫ エネルギー管理指定工場の区分変更は特定第10表に記載、

未指定工場を指定するときは特定第11表に記載する。

⚫ 電気契約メニューでは、通常メニューに（残差）と付記されて

いる。

⚫ 電気契約メニューのアルファベットは年ごとで変わる。

第８章 まとめ



ベンチマーク目標を達成した場合の事業者クラス分け評価は？

確認問題 Q1

A. Sクラス

B. Aクラス

C. クラス分け評価対象外 正解は「A. Sクラス」

解説

ベンチマーク目標を達成すれば、5年平均原単位年１％低減と同等のSクラス評価となる。
ベンチマークの算出方法は業種ごとに異なる。



未指定の工場のエネルギー使用量が1,500㎘を超えた場合、

何をしなければならないか？

確認問題 Q２

A. エネルギー使用状況届出書を提出する

B. 特定第10表に記載する

C. 特定第11表に記載する
正解は
「C. 特定第11表に記載する」

解説

特定第11表に記載し、指定表を提出することで、年度末ごろ、新たにエネルギー管理指定
工場として指定される。



ご視聴ありがとうございました

第 ９ 章

中長期計画書の記載のポイント
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